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Abstract.  One of the authors in the present paper, Shin Kubota, collected marine 
bivalves on many coasts around Japan in 1978-1991, to investigate the distribution, 
life history and systematics of the commensal hydroids living in the bivalves. We 
identified one non-indigenous bivalve and three non-indigenous barnacles attached on 
the bivalve shells in his collections and recognized Mytilus galloprovincialis (333 lots), 
Amphibalanus amphitrite (91 lots), A. eburneus (27 lots) and A. improvisus (51 lots), all 
of which had been introduced from abroad. In addition, two indigenous species, Mytilus 
trossulus (16 lots) and Amphibalanus reticulates (14 lots), whose distributions had been 
reduced probably due to hybridization or competition with the non-indigenous species, 
were recognized. We show the sites and years of collection for the specimens, and 
discuss the significance of such information in relation to range extension of the non-
indigenous species or range reduction of the indigenous species since the 1980s.   

Key words:   non-indigenous marine animals, distribution, 1980s, mytilid bivalves, 
Mytilus galloprovincialis, barnacles, 
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（要約）
　著者の一人，久保田信が，1980年代とその前後に，北海道を主としながらも全国各地で採集し，個人的に保
管していた二枚貝標本の中の外来海洋生物を調査した。その標本は，久保田が海産二枚貝の殻内に片利共
生するカイヤドリヒドラ類の研究のために採集したものである。同定の結果，その標本の中には，4種の外来
生物が発見された。二枚貝ムラサキイガイ Mytilus galloprovincialis Lamarck, 1819と，二枚貝の殻の表面
に付着していたフジツボ3種，タテジマフジツボ Amphibalanus amphitrite（Darwin, 1854），アメリカフジツボ 

Amphibalanus eburneus（Gould, 1841），ヨーロッパフジツボ Amphibalanus improvisus（Darwin, 1854）であ
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はじめに

近年の国際貿易や国内の物資輸送の質・量の
激増に伴って，世界的にも，また，日本でも，
国外起源や国内起源の外来海洋生物の種数は増
加の一途を辿っており（岩崎ほか，2004a：岩
崎，2009），その分布も大きく拡大している（岩
崎ほか，2004a: Iwasaki, 2006）。岩崎（2009）は，
2009 年時点で，日本に移入された国外起源の
外来海洋生物は，ウィルス・バクテリア等の微
生物も含めれば 76 種にものぼると推定してい
る。国内でのその分布も，関東以西の太平洋・
瀬戸内海沿岸の国際港やその周辺海域で最初に
発見され，その後，北方または西方へ，次に日
本海側へと拡大していく種が多い（岩崎ほか，
2004b）。

岩崎ほか（2004a, 2004b）は，アンケート調
査と文献調査によって得られた，外来海洋生物
の過去から現在に至る分布記録をまとめて，各
種の分布拡大の様相を示したが，その記録に
は時代によって疎密があり，1950 年代以前と
1980 年代の記録がかなり少ないことを報告し
ている。1950 年代以前には海洋生物の調査自
体が少ないこと，1960 ～ 1970 年代には船舶や
臨海工業地帯の取水施設での汚損生物の調査が
頻繁に行われたが 1980 年代にはそれが少なく
なったこと，1990 年代以降には外来生物問題
が注目を浴びてその調査が頻繁に行われるよう
になったことが，記録の疎密の原因と思われる。
しかし，記録の少ない時期でも，過去の標本や
未発表の分布記録が公表されずに埋もれている
可能性が高く，そういった情報の掘り起こしは，

外来生物個体群の今後の消長や分布拡大を予測
する上で，極めて重要なことである（Koike & 

Iwasaki, 2011）。
著者の一人である久保田は，二枚貝の殻内

に片利共生するカイヤドリヒドラ類の分類や日
本での分布・生活史・生態等を研究するため，
1976 年以降，全国各地の海岸や港湾で二枚貝
類を採集し，その多くを標本として手元に保管
している（これ以後，「久保田標本」と呼ぶ）。
その中には，IUCN（国際自然保護連盟）や
IMO（国際海事機関）によって侵略的外来種ワー
スト 100 またはワースト 10 に選ばれたムラサ
キイガイ Mytilus galloprovincialis Lamarck, 1819 

も多数含まれている。そのうち，1977 年から
1993 年にかけて採集されたこの種の分布記録
の一部は，カイヤドリヒドラ類の分類や生活史，
分布を報じた Kubota （1983,1993）に記されて
おり，その情報は，岩崎ほか（2004a, 2004b）
によって公表され，当時の日本ベントス学会自
然環境保全委員会によって作成された「海産外
来種データベース」にも含まれている。しかし，
久保田標本には，上記の論文では公表されてい
ないムラサキイガイの標本や，ムラサキイガイ
の殻に付着した外来フジツボ類の標本も多数保
管されており，外来海洋生物の分布記録が少な
い 1980 年代とその前後の時期の情報源として
非常に貴重なものである。また，1993 年以前
にはムラサキイガイとそれに近縁な北海道の
在来種キタノムラサキイガイ Mytilus trossulus 

Gould, 1850 の区別が明確にされておらず，両
者を正しく同定する形質も知られていなかった
ため（栞原，1993），Kubota （1983,1993）は両
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る。また，こういった外来種との交雑や競合によって分布が縮小したと考えられる2種の在来種，キタノムラサキ
イガイ Mytilus trossulus Gould, 1850とサラサフジツボ Amphibalanus reticulatus（Utinomi, 1967）もその標
本に含まれていた。1980年代とその前後は，こういった海産外来生物の分布に関する記録がかなり少ない時
期にあたり，特に北海道での分布記録はこれまでとても少ない状況にあった。従来の分布記録と久保田信標
本によって得られた情報を加えて，上記の各種の，過去から現在に至る分布拡大の様相を明らかにし，考察を
加える。



者を一括してムラサキイガイ Mytilus edulis ま
たは Mytilus edulis galloprovincialis としていた。
北海道での採集物が多い久保田標本には両種が
混在しているため，両者を正しく同定して，そ
の分布記録を公表することは，海洋生物地理学
的にも大いに価値のあることである。

そこで，本稿では，久保田標本の中の外来海
洋生物 4 種とそれに近縁な在来種 2 種の採集場
所と採集年について報告し，既知の分布記録を
参照しつつ，各種の移入，分散に関する考察を
行った。

方法

久保田標本の二枚貝類は，1978 年から 1993

年にかけて採集されたもので，全て，殻のみの
乾燥標本として保管されている。その中から，
外来種のムラサキイガイ，在来種のキタノムラ
サキイガイ，殻形態から両種の「中間型」とさ
れる個体（栞原，2001）を選び出して同定し，
それぞれの個体数を数え，標本ラベルに書かれ
ていた産地と採集年を記録した。なお，標本の
ほとんどは左殻と右殻が揃った合弁であった
が，わずかにあった左殻のみ，または右殻のみ
の標本も，それぞれ 1 個体と数えた。

ムラサキイガイの標本の殻の上には，外来フ
ジツボであるタテジマフジツボ Amphibalanus 

amphitrite （Darwin, 1854）， ア メ リ カ フ ジ ツ
ボ Amphibalanus eburneus （Gould, 1841）， ヨ ー
ロッパフジツボ Amphibalanus improvisus （Darwin, 

1854）と，在来フジツボであるサラサフジツボ 

Amphibalanus reticulatus （Utinomi, 1967） が付着
している場合もあった。そこで，山口（1986，
2009）記載の殻板（周殻）・背板・楯板等の形
態に基づいて同定し，個体数も記録した。なお，
背板と楯板が残されていない個体もあり，殻板
だけでは確実な同定ができなかったため，これ
らは除外した。

結果と考察

ムラサキイガイ
久保田標本には，最東端は北海道厚岸湖

（Table 1・Figure 1 の 1（以下，「Table 1・Figure 

1 の」は略す）：1984・1985 年），最北端は留萌
郡小平町（4：1991 年），最西端は長崎県対馬
市（対馬島）竹敷（23：1988 年）の合計 45 ヶ所，
333 個体が保管されていた。

本種の日本での最も古い採集記録は，1932

年 神 戸 港 で あ る（ 内 橋，1939： 石 田 ほ か，
2005）。それ以後，1930 年代末までには北は青
森県陸奥湾から南は大分県日出郡までの太平洋
と瀬戸内海沿岸に一気に分布を拡げたものと思
われる（岩崎ほか，2004a）。日本海での初記録
は 1941 年以前の秋田県男鹿半島（田添，1941）
で，それ以後，福井県小浜（1948 年以前：石
田ほか，2005）を除けば，1950 年代には全く
公表された記録がなかったが，1960 年代以降，
各地で報告されるようになった。1980 年代末
には，北は北海道・焼尻島から南は鹿児島県錦
江湾までの，日本海・太平洋・瀬戸内海・東シ
ナ海の沿岸に広範に分布していた（岩崎ほか，
2004a）。

久保田標本の本州以南の記録のほとんどは，
上記の 1980 年代末までの分布範囲に収まるも
のであった。しかし，日本海に浮かぶ隠岐諸島・
島後・加茂（18：1984 年）と長崎県対馬市（対
馬島）竹敷（23：1988 年）での採集記録は，
岩崎ほか（2004a）で示されたそれぞれの島で
の既知の初記録よりも，18 年（隠岐諸島全体）
または 4 年（対馬島全体）も古いものであった。

また，北海道で採集された標本（1-11：1978- 

91 年）は，本種が北海道へ侵入した時期を考
える際の貴重な情報を提供してくれるもので
あった。北海道での本種の初記録は，定かでは
ない。本種と，後述する在来種のキタノムラサ
キイガイとの混同が，1990 年代前半まで続い
ていたためである（栞原，1993）。ただし，鹿
間（1964）や波部・伊藤（1964）は，北海道南
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部で採集されるものは本種であることを示唆し
ており，1960 年代前半には，北海道南部に侵
入していた可能性が強い（栞原，2001）。在来
種キタノムラサキイガイとの区別を明確にした
上で本種と同定された北海道産の標本や分布記
録は，未だに非常に少ない。久保田標本の中の
北海道産のムラサキイガイは，外来種である本
種が，1970 年代後半以後に北海道の各地に分
布していた事を示す確実な証拠である。特に，
厚岸（1：1984・1985 年）とサロマ湖（2：1986 年）
での採集は，岩崎ほか（2004a）で示された道
東での既知の初記録（2002 年，厚岸郡浜中町）
よりも 16 年から 18 年も古い記録であった。

キタノムラサキイガイ（在来種）
本種は，日本ではもっぱら北海道に分布する

在来種である。しかし，遺伝子解析によってム

ラサキイガイとの交雑個体が北海道で見つかっ
て お り（Geller et al., 1994; Inoue et al., 1997），
殻の形態でも，交雑が疑われる両種の「中間
型」が存在する（栞原，2001）。近年の研究で
は，現在も高頻度に F1 交雑個体が確認されて
いることから，自然交雑と遺伝子移入が継続し
ている（Brannock et al., 2009）ことは間違いな
いだろう。本種の分布記録は，外来種による在
来種の遺伝子撹乱や分布・個体群の縮小という
現象を考察する上で極めて貴重なものであるた
め，本稿で取り上げることとする。

久保田標本には，厚岸湖産の 8 個体（1：
1984-85 年），サロマ湖産の 4 個体（2：1986 年），
小樽市忍路産の 3 個体（6：1986 年），伊達市
アリトリ岬産の 1 個体（8：1980 年）が含まれ
ていた。いずれも北海道だけの採集記録であっ
た。栞原（2001）は，貝殻背縁内面の靭帯と靭
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Figure 1. Sites of collection for Mytilus galloprovincialis (numerals only), M. trossulus 
(numerals in closed circles), and hybrid-typed shells of both species (numerals in 
open circles). See “Site number” in Table 1 for the numerals in this figure.
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Figure 2. Sites of collection for Amphibalanus amphitrite (numerals only), A. eburneus 
(numerals in squares), A. improvisus (numerals in diamonds), and A. reticulatus 
(numerals in closed circles) attached on the shells of Mytilus galloprovincialis. See 

“Site number” in Table 1 for the numerals in this figure.

帯下真珠層の完全な分離を形質として，キタノ
ムラサキイガイをムラサキイガイから識別する
ことで，2000 年頃には本種が北海道の噴火湾，
厚岸，根室海峡，網走周辺に分布していること
を報告し，標本調査によって 1930 年代以前に
は津軽海峡と石狩湾でも採集されていたことを
示した。今回，久保田標本によって，1980 年
代の初頭から中頃には，本種が道東・道央・道
南の少なくとも 4 ヶ所に分布していたことがわ
かった。

ムラサキイガイとキタノムラサキイガイの中間型
栞原（2001）が報告した両種の中間型の殻形

態の特徴は，殻内面に見られる前収足筋痕の後
端から殻頂の間で，靭帯下真珠層と靭帯とが融
合することである。上記のように，この中間型
は両種の交雑個体である可能性があるため，こ

こでは，両種とは区別して，その採集記録を記
した。

久 保 田 標 本 に は， 厚 岸 湖 産 12 個 体（1：
1984-85 年），小樽市忍路産 2 個体（6：1986 年），
二海郡八雲町黒岩産 3 個体（9：1980 年），森
町森港産 2 個体（10：1980 年），合計 18 個体
の中間型が含まれていた。中間型は，北海道だ
けで採集されたことがわかる。

北海道の 11 ヶ所の採集場所での，両種とそ
の中間型の個体数を Table 1 に示した。1980 年
代とその前後の時期には，両種やその中間型を
区別する殻形態の特徴は，まだ判明していな
かったために，久保田が特定の種または型だ
けを狙って採集したわけではない。そのため，
Table 1 の個体数は，各採集場所での両種と中
間型の存在比率をおおまかに示すものと考える
ことができる。キタノムラサキイガイの採集地
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Table 1. Sites and  years of collection and numbers of lots for the specimens of non-indigenous and indigenous marine 
animals in the collections by Shin Kubota. Mg: Mytilus galloprovincialis, Mt: M. trossulus (indigenous), Mh: hy-
brid-typed shells of Mytilus galloprovincialis and M. trossulus, Aa: Amphibalanus amphitrite, Ae: A. eburneus, 
Ai:  A. improvisus, Ar: A. reticulatus  (indigenous)． Sites of collection are shown from east to west for the coats 
of Hokkaido District, Japan Sea, and other area (Pacific Ocean, Seto Inland Sea and Ariake Sound), respectively.

Site of collection Site number Year Mytilids Barnacles Total

Mg Mt Mh Aa Ae Ai Ar

Lake Akkeshi 1 1984-85 1 8 12 21

Lake Saroma 2 1986 4 4

Cape Enrumu, Samani Town 3 1984 4 4

Obira, Rumoi district 4 1991 1 1

Hamamasu, Ishikari City 5 1984 3 3

Oshoro, Otaru city 6 1978-80, 83-86 58 3 1 62

Cape Entomo, Date city 7 1986 4 4

Cape Arutori, Date City 8 1986 4 1 5

Kuroiwa, Yakumo Town 9 1980 9 3 12

Mori Port, Mori Town 10 1980 8 2 10

Satsukari, Kikonai Town 11 1982, 84 11 11

Ryotsu, Sado Island 12 1988 3 3

Ogi, Sado Island 13 1980 13 1 14

Ozakai, Himi City 14 1980 13 13

Ogi, Tsukumo Bay, Noto Town 15 1989 1 1

Tsuruga Bay, Tsuruga City 16 1988 7 7

Amanohashidate, Miyazu City 17 1980 9 6 15

Kamo, Saigo Town 18 1984,89 9 13 22

Omishima, Nagato City 19 1983 1 22 23

Agawa, Shimonoseki City 20 1985 6 6

Hakata Bay, Fukuoka City 21 1984 7 21 6 3 37

Yobuko Port, Karatsu City 22 1984 12 12

Takeshiki, Tsushima City 23 1988 8 8

Odera, Hirado City 24 1984 1 1

Kitayamazaki, Shimohei District 25 1983 5 5

Matsushima Port, Matsushima Town 26 1986 8 8

Yokosuka Port, Yokosuka City 27 1980 8 3 2 13

Jogashima, Miura City 28 1980 6 6

Enoshima, Fujisawa City 29 1980 7 7

Atami, Atami City 30 1989-90 6 6

Shimoda, Shimoda City 31 1985,93 15 15

Shimizu Port, Shizuoka City 32 1985 15 15

Katana, Minamichita Town 33 1989 2 2

Toba Port, Toba City 34 1985 3 3 6

Zagashima, Shima Town 35 1982,84,87,91 14 4 11 29

Osaka Bay, Osaka City 36 1980 3 3 11 26 43

Han-nan Port, Han-nan City 37 1984 4 24 12 40

Sumanoura, Kobe City 38 1985 1 1 2

Aioi Bay, Aioi City 39 1984 1 1

Ushimado, Ushimado Town 40 1980 1 1

Mukaishima, Onomichi City 41 1980,87 26 4 1 1 32

Ube Port, Ube City 42 1985 1 1

Usa, Tosa City 43 1979 7 2 9

Kashima, Hojo City 44 1984 6 6

Takezaki Port, Tara Town 45 1984 1 1 2 4

Total 333 16 18 91 27 51 14 550
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点は，忍路湾，噴火湾（伊達市アルトリ岬），
厚岸湖，サロマ湖といった内湾や汽水湖などの
閉鎖性海域であった。中間型の割合は，厚岸湖
だけで非常に高く，50％を超えていた。一方，
それ以外の場所では，もっぱらムラサキイガイ
だけであり，中間型もわずかに採集されただけ
であった。キタノムラサキイガイの主な分布域
は，比較的低塩分で閉鎖的な海域を多く含むバ
ルト海，ハドソン川河口域，アラスカ～カリフォ
ルニア，ロシアカムチャツカ～沿海州のよう
な北半球の寒冷な海域である（Gosling, 1992）。
したがって，上記の結果は，1980 年代とその
前後の時期には，在来種のキタノムラサキイガ
イがそういった好適な生息環境だけに生息して
いたことを示すものと考えられる。

外来種と近縁の在来種の交雑個体では，不
妊や繁殖能力の低下が生ずる場合もあることが
知られている（河村，2011）。そのため，もし，
この中間型が交雑個体であり，かつ，近年の温
暖化傾向にともなって，地中海原産のムラサキ
イガイが北海道沿岸の全域に分布を拡げていく
とすれば，道東の厚岸湖やサロマ湖のキタノム
ラサキイガイ個体群が衰退していく可能性も考
えられる。この点から，残された標本を正しく
同定することで，両種の過去から現在に至る分
布の変化を把握することは，在来種個体群の今
後の消長を考える上で極めて重要であろう。

タテジマフジツボ
本種の原産地は不明だが，日本では，1937

年に神奈川県三崎，和歌山県白浜町瀬戸，広島
県呉，長崎県佐世保の 4 ヶ所で初めて発見され
た（Hiro, 1937）。それ以後，1980 年代末までに
は，北海道の函館から鹿児島県錦江湾までの各
地の港湾で発見されるようになった（岩崎ほか，
2004a）。

久保田標本には，大阪湾以西の 9 ヶ所（18，
19，21，36，37，38，41，43，45）で採集され
たムラサキイガイに，合計 91 個体が付着して
いた。この採集記録は，上記の 1980 年代末ま

での分布範囲におおむね収まるものである。た
だし，隠岐諸島・島後・加茂の標本（18：1984 年）
は，隠岐諸島での分布記録として，私達が現時
点で把握している限りでは唯一のものである。

アメリカフジツボ
本種は，北米から南米北岸の大西洋海域が原

産で，日本では，1950 年に神奈川県横須賀市
で初めて採集されている（Henry & McLaughlin, 

1975）。その後，1980 年代末までには青森県
尾駮沼から鹿児島県錦江湾までの本州，四国，
九州各地の港湾で発見されている（岩崎ほか，
2004a）。

久保田標本には，神奈川県横須賀市横須賀港
以西の 6 ヶ所（13，21，27，35，36，45）で採
集されたムラサキイガイに，合計 27 個体が付
着していた。この採集記録は，おおむね，上記
の 1980 年代末までの分布範囲に収まるもので
ある。ただし，有明海沿岸の佐賀県太良町竹崎
港の標本（1984 年）は，有明海での分布記録
として，私達が現時点で把握している限りでは
最も古いものである。

なお，本種は，2010 年に北海道小樽市小樽
港で発見されている（岩崎，2011）が，北海道
内 11 ヶ所で採集された久保田標本には全く存
在しなかったことから，1980 年代までは北海
道には分布していなかった可能性が高い。

ヨーロッパフジツボ
本種は，和名に「ヨーロッパ」と付けられて

はいるが，北米大西洋海域が原産で，日本では，
1952 年に神奈川県横須賀市で初めて採集され
ている（小坂，1985）。その後，1980 年代末ま
でには青森県尾駮沼から長崎県天草下島までの
本州，四国，九州各地の港湾で発見されている

（岩崎ほか，2004a）。
久保田標本には，三重県鳥羽市以西の 6 ヶ

所（17，21，34，36，37，41）で採集されたム
ラサキイガイに，合計 51 個体が付着していた。
この採集記録は，上記の 1980 年代末までの分
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布範囲におおむね収まるものである。ただし，
広島県尾道市向島産の標本 1 個体（1980 年）は，
広島県での分布記録として，私達が現時点で把
握している限りでは唯一のものである。

なお，本種は，2010 年に北海道稚内港から
小樽港までの日本海沿岸の 8 ヶ所で発見されて
いる（岩崎，2011）が，北海道内 11 ヶ所で採
集された久保田標本には全く存在しなかったこ
とから，1980 年代までは北海道には分布して
いなかった可能性が高い。

サラサフジツボ（在来種）
本種は日本の在来種だが，小坂（1985）や山

口（1989，2009）によれば，1930 年代までは
内湾潮間帯下部の代表種であり優占種であった
ものの，1960 年代以降，その生息場所がタテ
ジマフジツボなどの外来種によって占められる
ようになり，現在では外洋寄りの潮下帯などの
限られた場所にしか見いだされなくなっている
という。過去から現在に至る本種の分布域の変
化を把握する事は，本種の分布域の縮小が外来
フジツボによる影響か否かを考える上で，極め
て重要である。しかし，1980 年代とその前後
の時期の本種の分布を記した報告は極めて少な
いため，ここでは本種の記録も記すこととした。

久保田標本には，神奈川県横須賀市横須賀港
産の 2 個体（27：1980 年），三重県志摩町座賀
島産の 11 個体（35：1982 年），広島県尾道市
向島産の 1 個体（41：1980 年）が保管されて
いる。横須賀港産と座賀島産は，それぞれアメ
リカフジツボ 3 個体，4 個体，向島産はヨーロッ
パフジツボ 1 個体，タテジマフジツボ 4 個体と
ともに採集されたものである（Table 1）。1963

～ 1964 年にかけて横須賀港で行なわれたフジ
ツボ類調査や，1972 ～ 1973 年に横須賀港に比
較的近い油壺で行なわれた類似の調査では，タ
テジマフジツボがそれぞれ 100％，76％を占め，
サラサフジツボは全く出現していない（馬渡，
1967；日本造船研究協会，1973）。久保田標本
によって，1980 年代に入っても，横須賀港に

は本種が分布していたことがわかる。ただし，
2004 ～ 2005 年に，横須賀市の 4 ヶ所を含む東
京湾全域 72 ヶ所の潮間帯を対象として行なわ
れたフジツボ類調査では，サラサフジツボは全
く発見されていない（藤木ほか，2009）。久保
田標本の中の本種の存在も，外来海洋生物がも
たらす問題を考える上で，貴重な分布記録の一
つである。

最後に

この論文で取り上げた外来種 4 種は，現在の
本州以南の沿岸海域の，特に港湾部では，もは
や普通種と言ってよい存在になっている。し
かし，50 年以上前には，まだそういった存在
ではなく，いずれも 1960 ～ 70 年代以降に全
国的に分布を拡大させた種である（岩崎ほか，
2004a，2004b）。久保田標本が採集された 1980

年代とその前後の時期は，これらの外来種の分
布拡大の途次にあったものと思われ，その点で，
外来種 4 種と在来種 2 種のそれぞれについて，
久保田標本は貴重な分布記録をもたらすもので
あった。北海道や沖縄では，本論文で取り上げ
た外来種の分布域はまだ局限されているか未分
布の状態にあり（岩崎，2011），今後の侵入ま
たは分布拡大による在来生物への影響が懸念さ
れる。

いわゆる普通種であっても，過去または将来
には，また，場所によっては，必ずしもそうで
あるとは限らない。生物地理学的な観点からも，
外来種問題への対策を検討する上でも，その記
録をとどめ，個人所蔵の標本であっても，それ
を適切に保管しておくことの重要性を，最後に
指摘しておきたい。
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